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仏大革命前夜に活躍 した英国の歴史家、エ ドワー ド=ギ ボンは、大著『ローマ帝国衰亡史』

の最終巻あたりで、モンゴルの世界制覇を叙述 したが、その中で蒙古は三地域に於て征服
つまつ

に躓いたとしている。一つはい うまでもなく日本で、それは季節的暴風雨による不可抗力

であったとす るが、注 目されるのは、他の二地域である。一つは中東(西 アジア)地 方で、

ギボンは次のように記す。

エジプ トはもしも軟弱な子孫だけで護 られていたならば疑いもなく征服されただろう

が、その幼時にスキタイの凛烈な空気を吸っていたマムルーク王朝は武勇では相手に見

劣 りせず規律では勝っていたために、数多 くの戦場でモンゴル人と勇敢にわたり合って

この敵軍の潮をエウフラテス東岸へ押 し戻 した。(中 野好之訳、筑摩文庫版巻10)

こ の よ うに 、 当 時エ ジプ トに拠 って い た イ ス ラ ム政 権 の マ ム ル ー ク朝 は 、怒 濤 の蒙 古 騎

馬 軍 団 を 「武 勇 」 「規 律 」 に よっ て 北 方 へ 撃 退 した こ とを強 調 して い る。(今 日 この戦 闘 は

1260年 の アイ ン ・ジ ャー ル ー トの戦 い と呼 ばれ 、 マ ムル ー ク軍 団 が"イ ス ラ ム世 界 の 防

衛 者"と して 支 配 の正 当性 を獲 得 した 重 要 な戦 役 で あ る と認 識 され て い る1)

他 の 一 方 とは 、 い うま で もな く ヨー ロ ッパ で あ る。 バ トゥー の大 軍 はポ ー ラ ン ドの リー

グ ニ ッツ(ワ ー ル シ ュタ ッ ト)の 戦 い で 西 欧 連 合 軍 を大 破 した に もか か わ らず 、 何 故 か 蒙

古 軍 は 南 転 して ハ ンガ リー へ 向 っ た が 、 ギ ボ ン はそ の事 情 を

一方タタール人(蒙 古人)の 側 も実はフランク人の名声と武勇に恐れをなしていて、

オース トリアのノイシュタッ トの町への彼等の攻撃は50人 の騎士と20丁 の石弓で勇敢

に防衛 され、彼等は ドイツの一部隊の来援で包囲を解いた。

と、オ,一.ストリアに於て頑強な抵抗にあって、止むなくバルカンへ南下、転進 したこと叙

している。

さてそれでは、 日本の対蒙古戦役(文 永 ・弘安の役)は 、"神風"と い う天佑がなけれ

ば 日本に全く勝 目がなかった戦争なのであろうか。近年の研究では、文永の役(1274)に

於ては、 日一蒙間は数 日に亘って筑紫平野で戦い、長期占領は困難 とみた蒙古軍が自発的

に引揚げたものであること、蒙古軍を襲った風雨は帰途玄界灘で起ったことが事実 と考え

られている。2また弘安の役(1282)で は、元軍は九州本土に上陸す らしておらず、 日本
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側の構築 した防塁に阻まれ、たとい台風の襲来がなくとも、いずれ元軍は撤退を余儀なく

されたことは確実とい うのが通説になっている。以上によって、蒙古の騎馬軍団は、日本・

エジプ ト・ドイツの3ヶ 所では、強力な抵抗にあって、当該地の武力に撃退 されたのである。

この三地域の うち、西欧と日本とは早くから、封建制の類似ない し併行的発展が指摘 され

てきた。3そこで本稿では、日本の中世とマムルーク朝の国制について若干の比較を試み、

その両者の類似点と相違点から何が言えるか言えないかを論 じてみたい。

マムルークとは、中世イスラム世界の各所に出現 した奴隷軍人の謂であり、やはり蒙古

がユーラシアに猛威を振った13世 紀に、イン ドに於て元軍に抵抗 してその征服下に入 ら

なかった奴隷王朝(パ タン王朝)が 知られている。シリアに於てモンゴル軍を押 し返 した

マムルークは、カイロのナイル川中のローダ島で養成されたキプチャク系の軍団であった

とい う。その後、軍団はキプチャク系からチュルケス系に移行したが、一貫してシリアと

エジプ トを統括し、1516年 のマルジュ ・ダービクの戦いでオスマン朝に敗れて併合 され

るまで、中東を支配 し続けた。

奴隷軍団の起源については、アラブ学者や 日本の研究者の問で、種々に論じられている

が、佐藤次高氏は 「アッバース朝の、政治的動揺からカリフに対する忠誠心のあつい 『私

兵』が必要 とされた」旨を強調 している。いずれにせよ、マムルーク軍団の源流が、マワー

リー軍団と称される非アラブ軍の形成にあることは諸説一致しているようだ。清水和裕氏

によれば「アラブに征服 された非アラブ系住民が、アラブと特権的に結びついたマワー リー

maw稷iと して、社会的な地位向上を果 した」 ことが、非アラブ軍団形成の背後事情にあ

ることは確かとみ られる。

ここで注目されるのは、アラブと非アラブのパ トロン(保 護者)一 クライアン ト(被 保

護者)の 関係で、これがマワー リーを軍事力として用いる道を開いたと考えられているこ

とである。マワー リーには、様々なあり方が存在 したようであるが、清水氏の規定のよう

に 「その最も重要な性格は、ワラーが主人と従属者の間に結ばれる、法的に保証 された個

人的紐帯であった」とするならば、日本の武士団の勃興 とその封建制的関係に極めて似通っ

た軍団の性格がみられたとい うことになるであろう。4

次に、マムルーク朝 と日本の室町時代の社会について、学院(マ ドラッサ)の 建設 とい

う視点から観察 したい。 日本の禅宗は、鎌倉初期 に栄西や道元によって中国から導入 され

た。封建王政をスター トさせた武家=幕 府によって王権を外護する宗教 として重んじられ、

鎌倉 に五山が、京都に建仁、東福の2寺 が創建 されたが、首都に於る学院(マ ドラッサ)

として大々的に整備 したのは、室町幕府の3代 将軍、足利義満である。

南北朝時代(14世 紀)は なお南都北嶺を中心 とする旧仏教の力が強 く、京都を首都 と

した王権=幕 府が禅院を拡充することに抵抗があ り、14世 紀半ば(義 満が幼将軍で、管

領の細川頼之が執政 した時期)に は、新築の南禅寺楼門が、叡 山の圧力で破壊、撤去され

る事件があった。 しか し、1379年 執政を始めた義満は、積極的に財源 を投 じて南都北嶺

の旧仏教を懐柔 し、彼等を無抵抗にした上で、南禅 ・天竜 ・相国 ・万寿以下の禅院を或い

は復興或いは新設し、南禅寺の下に天竜 ・相国 ・万寿 ・建仁 ・東福の諸寺を配置する五山
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制度を完成 した。

広大な伽藍を擁する五山には、室町幕府が南北朝内乱の敵方であった南朝や、謀叛 して

亡んだ有力守護大名から没収 した厖大な欠所地(荘 園)が 寄進された。これ ら潤沢な財源

によって、五山に於ては仏事 ・法事(宗 教儀式)だ けでなく、漢詩文の創作、儒教や中国

史書・古典の講読と研究が行われた。さらに漢籍・古典の印刷出版も五山が行った(五 山版)。

新 しい儒学である朱子学や 『孟子』の講義 は、義堂周信(1325-1388)ら の禅僧が14世 紀

末に五山で行ったのが最初である。5
むうまち どの

義満は将軍を辞 し出家す るが、室町殿(足 利氏家督)と して政治を行い、公家 ・武家 ・

寺社の三大権門の頂点に立った。自らは北山第に住んだが、しばしば洛中洛外に出遊 し民

衆の面前で演技(パ フォーマンス)を 行った。毎月七 日間の祈祷(宗 教儀礼)を 自ら主催

し、昼は顕密の高僧を北山第の壇所に集めて仏教の法会を、夜は陰陽寮頭(陰 陽道の最高

司祭)の 土御門有世の私邸で、中国の道教思想に基づ く陰陽道祭を実施 した。以後、天皇

や上皇は日本では民衆の 目に触れることは少なくなり、専ら室町殿が、世俗王 ・祭祀王 と

して民衆に君臨することになった。6

このような王権 と宗教のあり方は、イスラム世界のスルタン、とくにマムルーク朝治下

のスルタンの儀礼や学院の建立に似通った面がある。例えば王権による五山の整備は、ス

ルタンによる学院(マ ドラッサ)の 建立に対応 し、土豪 ・農民による土一揆 と徳政令公布

は、カイロの食糧暴動 とスルタンによる財務長官の罷免 に対応する。将軍義政が米価つ り
かんじんひじり がん あ み

上げを計る米商人を処刑 したり、将軍義政が勧進聖の僧顔阿弥に命じて飢民救済の粥施行

実施 した等は、いずれもマムルーク朝スルタンに類似の対応行動が見られる。7

以上のように、マムルーク軍制 と日本の武士団統御(御 家人制)の あり方に、極めて共

通する側面があること、および、日本の室町政権とエジプ ト中世王朝に併行現象がみられ

る事実は、両地域の封建制度に共通性があること、天皇と将軍(室 町殿)、 カ リフとスル

タンとい う王権(権 力 と権威の分離)の あり方に共通点が認められることと、無関係では

ないだろう。 さらにつけ加えるならば、モンゴルの征服の嵐を撃退した 日本、エジプ ト、

中欧の各地に発達した封建制の意義を考える上でも、大きな意味が認められよう。モンゴ

ルの征服によって、ユーラシア大陸に広大な統一世界が形成されたこと(タ タールの平和)

に大きな世界史的画期があるとすれば、その征服運動に抵抗 して封建制を守った 日本、中

欧、中東の三地域のその後の展開にも、大きな世界史的意義が認 められると思 うのである。

1清 水和裕氏 「マムルー クとグラー ム」(『岩波講座 世界歴 史』巻11)

2九 大教授 服部英雄氏 の近年 の研 究および九大名 誉教授 川添昭二氏の研究に よる。

3福 田徳三著 『日本経済史論』、堀米庸三 「封 建制 再評価へ の試論 」(『展望』87号)

4以 上 、マ ムルー ク軍制 の沿革 につ いては、清水 和裕 氏前掲論文に よる。

5和 島芳雄 著 『日本宋学史 の研究』 吉川 弘文館

6拙 著 『室 町の王権』(中 公新 書)

7長 谷部史彦氏 「王権 とイスラーム都市一カイロのマムルーク朝スルタンたち」(『岩波講座 世界歴史』巻11)

185


